
 

２学期が始まりました。この時期の子供たちは夏の暑さや疲れの影響で体調を崩しやすく

なります。早起き・早寝はもちろんのこと、１日３食をきちんととって生活リズムを整え、

規則正しい学校生活を送るようにしましょう。 

 

９月１日防災の日 私たちにできることとは 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
参照：埼玉県ホームページ 防災対策（イツモ防災） 

防災の日の給食献立 

２学期の給食開始となる９月１日は、“防災の日の献立”として、実際に埼玉県で備蓄さ

れていた、災害時に利用される備蓄米を活用し、水や湯で炊くことができるわかめごはんを

使用します。また、汁やおかずは、高野豆腐や乾燥ひじき、切干大根などの乾物を多く利用

した料理を作ります。 

災害が起きた際、食べ物は私たちの命をつなぐ貴重なものです。しかし、食べ慣れていな

い非常食をなかなか食べることができなかった子どもたちがいたという話を聞いたことがあ

ります。いざ災害が起きてから初めて食べるというよりも、自宅でも非常食を備蓄するよう

にし、定期的に食べることが大切かもしれません。今はレトルト品や缶詰など様々な種類の

非常食を見かけます。そこで今回は、一人一つ非常食用の梅がゆを配布しました。また、高

学年については缶入りパンも配布しています。この機会にご家庭でどのような非常食をどの

くらい準備するべきか話してみましょう。 

今回の便りには、防災時の食を中心に情報を載せました。災害時の連絡方法、災害時にお

ける家の中の危険個所等、さまざまな面から防災について家族で話してみましょう。 

 

 

裏面（献立表）もご覧ください。 

新座市立新堀小学校  

令和５年８月３１日 

 

食育だより９月号 

 

 

地震発生後の生活をイメージしよう 
例えば真冬の午前、埼玉県で震度６弱の地震が発生したと想定します。その時、皆さんの自宅で

どのようなことが起こるのか、イメージしてみましょう。 

 


